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地
球
規
模
の
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
へ
の
慰
霊
巡
拝
は
中
断

さ
れ
て
い
る
が
、
当
会
は
現

地
慰
霊
巡
拝
節
目
の
40
回

に
あ
た
る
令
和
元
年
８
月
、

栃
木
県
護
國
神
社
と
の
共

催
で
８
名
を
現
地
に
派
遣

し
た
。
英
霊
に
対
し
て
孫
、

曾
孫
に
あ
た
る
若
い
世
代

か
ら
２
名
が
参
加
、
現
地

の
住
民
と
も
交
流
す
る
中

で
慰
霊
の
灯
火
を
次
世
代

に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
作
戦

の
要
地
で
あ
る
ブ
ナ
を
訪

問
。
守
備
隊
が
全
滅
し
た

「
戦
没
日
本
人
之
碑
」
前
で

慰
霊
祭
を
斎
行
し
た
。

昭
和
17
年
11
月
米
軍
の

攻
勢
が
始
ま
っ
た
こ
の
地

域
で
は
、
陸
海
軍
守
備
隊

が
奮
闘
し
た
が
、
40
日
に

お
よ
ぶ
攻
防
戦
の
末
玉
砕

し
た
。
ブ
ナ
・
バ
サ
ブ
ア
の

戦
闘
で
は
南
海
支
隊
主
力
、

歩
兵
第
41
連
隊
、
海
軍
陸

戦
隊
の
将
兵
８
千
余
名
が

戦
没
し
た
。

 

▽
第
54
回
通
常
総
会
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
会
則
に
よ
り
、
第
54
回
通
常
総
会

　

を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

　
・
日 

時　

令
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４
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２
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日
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午
後
２
時
か
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ま
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４
７

　

会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

 

（
マ
ス
ク
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本

年
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
は
、
国
内
で
は
小
康
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
に
は

変
異
株
の
出
現
な
ど
、
ま
だ
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
。
20
世
紀
初
頭
に

大
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
、

終
息
ま
で
足
掛
け
３
年
を
擁
し
た

こ
と
か
ら
も
、
本
年
は
「
コ
ロ
ナ

と
の
共
生
を
前
提
と
し
た
新
し
い

社
会
創
り
」
へ
の
動
き
が
、
一
段

と
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
当
会
の
事
業
は
、

2
月
の
定
期
総
会
は
無
事
行
い
ま

し
た
が
、
7
月
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

方
面
慰
霊
大
祭
は
、
感
染
者
が
急

拡
大
し
た
状
況
の
た
め
、
会
員
皆

様
の
参
列
を
見
合
わ
せ
、
役
員
の

み
で
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
慰
霊
巡
拝
団
の
派
遣

は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
入
国
が

で
き
な
い
た
め
、
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

終
戦
か
ら
76
年
目
の
昨
年
８
月

15
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
東
京
・
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言

下
の
た
め
、
参
列
者
は
過
去
最
低

の
２
０
０
人
を
前
に
、
天
皇
陛
下

は
、「
私
た
ち
皆
が
な
お
一
層
心

を
一
つ
に
し
、
力
を
合
わ
せ
て
こ

の
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
昭
和
16
年
12
月
８
日
、

海
軍
機
動
部
隊
の
真
珠
湾
攻
撃
に

よ
る
、
日
米
開
戦
か
ら
80
年
の
節

目
で
あ
り
、
ま
た
、
戦
後
77
年
と

な
り
ま
す
。

戦
後
生
ま
れ
が
９
割
と
な
っ
た

今
、
戦
争
の
記
憶
を
後
世
へ
繋
げ

る
事
の
出
来
る
１
割
で
あ
る
自
覚

と
、「
平
和
の
語
り
部
」
と
し
て

の
自
負
を
持
ち
、
近
未
来
の
国
の

在
り
方
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
「
戦
後
」
は
終
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
遺

族
は
粘
り
強
く
活
動
を
続
け
て
参

り
ま
す
。

な
お
、
本
会
が
管
理
す
る
ウ
エ

ワ
ク
の
コ
イ
キ
ン
観
音
敷
地
問
題

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｐ
Ｎ

Ｇ
へ
の
入
国
が
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
土
地
所
有
者
に
対

し
て
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
大

黒
・
社
長 

富
田
辰
朗
氏
を
介
し

て
、
善
処
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を

ご
報
告
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。。

    

コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
て
新
時
代
へ

コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
て
新
時
代
へ

	
	

	
	

　　

新
年
の
ご
挨
拶
　

新
年
の
ご
挨
拶
　
　
会
長

　
会
長
　　
小
池
博
之

小
池
博
之

第
40
回
慰
霊
巡
拝
団
現
地
訪
問

ブ
ナ・ギ
ル
ワ
守
備
隊
玉
砕
地

　
　
　 

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
激
戦
地

ブナ守備隊玉砕地で慰霊祭を斎行ブナ守備隊玉砕地で慰霊祭を斎行

「戦没日本人之碑」「戦没日本人之碑」
昭和30年日本政府が遺骨収集地に建立、昭和30年日本政府が遺骨収集地に建立、
現地人が「ヘリコニア」を供花してくれた現地人が「ヘリコニア」を供花してくれた
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
一
昨
年
に
続
き
自
粛
開
催
と
な
っ
た
第

53
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭
は
、
7
月
25
日
松
本
市
の
長
野
県
護

國
神
社
に
お
い
て
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
ご
家
族
を
は
じ
め
関
係
者
の
参
列
を
遠

慮
い
た
だ
き
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
散
華

さ
れ
た
、
県
内
出
身
３
４
７
４
柱
の
ご
英
霊
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

こ
の
日
、
松
本
地
方
は

正
午
の
気
温
が
34
度
を
記

録
。
護
國
神
社
本
殿
に
は

横
田
、
本
田
、
大
久
保
各

顧
問
を
始
め
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
代
表
役
員
12
名
が
参

列
し
た
。

式
典
は
午
後
１
時
の
大

太
鼓
の
合
図
で
始
ま
り
、

黙
祷
修
祓
に
続
き
奥
谷
宮

司
が
祝
詞
を
奏
上
し
た
。

続
い
て
小
池
会
長
が
神
前

に
進
み
祭
文
を
献
上
（
詳

細
別
掲
）
し
た
。
引
き
続

い
て
参
加
者
全
員
が
玉
串

を
奉
奠
し
て
拝
礼
、
最
後

に
加
藤
長
野
市
長
ら
県
内

各
市
町
村
長
か
ら
の
追
悼

の
電
文
が
披
露
さ
れ
、
大

祭
を
終
了
し
た
。

祭
文

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
主
催
「
第
五
十
三
回

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭
」
を
執
り

行
う
に
あ
た
り
、
本
会
を
代
表
し
て
三
千
四
百 

七
十
四
柱
の
ご
英
霊
に
、
謹
ん
で
祭
文
を
奏
上
い
た

し
ま
す
。

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
地
で
、

祖
国
の
安
泰
と
家
族
を
思
い
つ
つ
、
國
の
た
め
に
若

い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
、
諸
霊
の
御
前
に
額
ず
き
往

時
を
偲
び
ま
す
時
、
今
な
お
悲
し
み
と
痛
恨
の
情

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご

冥
福
を
こ
こ
ろ
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大
し
世
界
は
未
曾
有

の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
遺
族
会
の
活
動
も
思

う
に
任
せ
な
い
日
々
で
す
が
、
恒
久
平
和
へ
の
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強
く
活
動
し
て
参
り

ま
す
。

一
日
も
早
く
事
態
が
収
束
し
、
平
穏
な
日
々
が
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
ご
英
霊
に
限
り
な
い
ご
加
護
を
賜

ら
ん
と
こ
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
御
霊
に
尊
祟

の
誠
を
捧
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
、
祭
文
と
い
た
し

ま
す
。
令
和
三
年
七
月
二
十
五
日 

会
長 

小
池
博
之

 　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

 　

戦
没
者
慰
霊
大
祭
厳
か
に
斎
行

第53回

碑前で拝礼する代表役員碑前で拝礼する代表役員

「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」
で

「
嗚
呼
戦
友
の
碑
」
で

　　

��

碑
前
祭
を
開
催

碑
前
祭
を
開
催

式
典
に
先
立
ち
、
神
苑
内
の
慰
霊
碑

前
で
役
員
が
参
加
し
て
碑
前
祭
を
開
催

し
た
。
平
成
26
年
春
に
全
面
改
修
工
事

を
行
っ
て
以
来
７
年
が
経
過
し
た
こ
と

か
ら
、
業
者
に
依
頼
し
て
、
周
辺
樹
木

の
伐
採
や
生
垣
の
剪
定
、
下
草
刈
り
な

ど
を
実
施
。
面
目
を
一
新
し
た
碑
前
で

参
列
者
一
同
は
拝
礼
し
て
、
殉
国
の
ご

英
霊
に
尊
祟
の
誠
を
捧
げ
た
。

伊
那
で
県
戦
没
者
追
悼
式

伊
那
で
県
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　
　
戦
争
の
記
憶
継
承
へ

　
　
　
　
　
戦
争
の
記
憶
継
承
へ

令
和
３
年
度
の
長
野
県
戦
没
者
追
悼

式
は
、
昨
年
10
月
23
日
伊
那
市
の
県
伊

那
文
化
会
館
で
開
い
た
。
県
内
各
地
の

戦
没
者
遺
族
代
表
ら
約
４
０
０
人
が
参

列
し
た
。

戦
後
76
年
が
経
過
し
遺
族
が
高
齢
化

す
る
中
、
戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
継

承
し
よ
う
と
、
初
め
て
若
者
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。
地
元
伊
那
弥
生
ヶ
高

校
の
女
子
学
生
二
人
が
平
和
へ
の
思
い

を
発
表
し
て
注
目
さ
れ
た
。

阿
部
知
事
は
式
辞
で
「
今
日
の
平
和

と
繁
栄
が
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
の
上
に

築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

県
遺
族
会
の
栗
生
勝
由
会
長
は
「
国

民
の
九
割
が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
と

な
り
、
記
憶
の
風
化
が
進
ん
で
い
る
、

コ
ロ
ナ
感
染
症

が
収
束
し
な
い

中
で
、
盛
大
な

追
悼
式
が
挙
行

で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
」

と
追
悼
の
辞
を

述
べ
た
。

追悼の言葉を述べる栗生遺族会長追悼の言葉を述べる栗生遺族会長
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陽
に
逢
う
た
御
霊

陽
に
逢
う
た
御
霊

戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業
体
験

戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業
体
験

��

大
角
　
貞
夫

大
角
　
貞
夫

ＤＮＡ鑑定拡大
ご遺骨を遺族のもとへ

厚
生
労
働
省
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
を
特
定
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
対
象

を
拡
大
。
昨
年
秋
か
ら
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
が
対
象
地
区
に
な
っ
た

た
め
、
今
後
戦
没
者
の
身
元
特
定
が
可
能
と
な
り
、
遺
族
へ
の
遺
骨
返

還
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

県
地
域
福
祉
課
に
よ
る
と
、
県
内
出
身
の
戦
没
者
は
約
５
万
５
千
人

に
上
る
。
こ
の
内
ど
れ
だ
け
の
遺
骨
が
返
還
さ
れ
た
か
は
「
不
明
」
だ
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
３
千
４
百
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
戦
後
の
混
乱
の

中
で
遺
骨
が
無
い
ま
ま
戦
死
公
報
だ
け
を
拝
受
し
た
遺
族
が
多
い
。

厚
労
省
は
日
本
が
独
立
し
た
昭
和
27

年
か
ら
遺
骨
収
集
事
業
を
開
始
。
激
戦

地
と
な
っ
た
沖
縄
や
硫
黄
島
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
14
地
域
が
対
象
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

は
平
成
15
年
か
ら
始
め
た
。

昨
年
８
月
の
時
点
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
身

元
が
分
か
っ
た
遺
骨
は
千
二
百
柱
に
過
ぎ

な
い
。
鑑
定
の
実
施
は
、
遺
留
品
な
ど
が

遺
骨
と
一
緒
に
発
見
さ
れ
た
場
合
に
限
っ

て
い
た
た
め
だ
。

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
骨

帰
還
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

世
界
的
な
蔓
延
に
よ
り
、
昨
年
来
中
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
遺
児
の
一
人

と
し
て
平
成
25
年
１
月
、
父
が
眠
る
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
赴
き
、
現
地
遺
骨

収
集
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

父
の
お
骨
は
確
認
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
16
日
間
に
わ
た
り

サ
ン
ダ
ウ
ン
、
東
セ
ピ
ッ
ク
、
マ
ダ
ン
、

モ
ロ
ベ
の
各
州
を
回
り
95
柱
の
英
霊
の

ご
遺
骨
を
収
集
し
て
、
祖
国
へ
お
連
れ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暑
熱
の
密
林
内
で
の
発
掘
作
業
が
続

け
ら
れ
る
中
で
、
地
中
深
く
か
ら
人
骨

が
現
れ
る
た
び
に
、
感
涙
に
む
せ
ぶ
思

い
で
し
た
。
70
有
余
年
と
い
う
長
い
間

土
中
に
埋
も
れ
て
い
て
、
久
し
ぶ
り
に

煌
々
と
輝
く
陽
光
を
浴
び
た
頭
蓋
骨
は
、

か
す
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
よ
う

な
幻
覚
さ
え
感
じ
ま
し
た
。

焼
骨
式
は
ウ
エ
ワ
ク
と
ラ
エ
で
行
わ

れ
、
各
地
か
ら
収
集
さ
れ
仮
安
置
所
に

保
管
さ
れ
て
い
た
遺
骨
は
現
地
の
鑑
定

士
に
よ
り
再
鑑
定
を
行
い
、
木
材
で
櫓

を
組
み
焼
骨
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

追
悼
式
は
ラ
エ
市
の
ム
ヤ
集
落
内
で

斎
行
さ
れ
、
青
木
団
長
、
在
日
本
大
使

館
松
村
書
記
官
、
そ
れ
に
団
員
12
名
に

現
地
の
州
政
府
関
係
者
ら
多
数
が
参
加
。

祭
壇
は
南
国
の
花
々
で
飾
ら
れ
、
長
野

県
か
ら
は
「
県
知
事
」「
県
遺
族
会
」

か
ら
花
輪
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

祖
国
に
帰
還
し
た
ご
遺
骨
は
、
千
鳥

ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お
い
て
引
渡
式
に

臨
ん
だ
。
多
く
の
遺
族
見
守
る
中
、
ご

遺
骨
を
捧
持
し
た
派
遣
団
員
か
ら
厚
労

省
職
員
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
戦
没
者
は

12
万
７
千
６
百
余
人
と
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
５
万
４
千
柱
が
帰
還
。
未
だ
に

７
万
４
千
柱
が

現
地
に
残
さ
れ

て
い
る
。
戦
死

公
報
の
み
を
受

け
取
っ
た
戦
没

者
遺
族
は
高
齢

と
な
り
、
一
日

で
も
早
い
遺
骨

の
返
還
を
切
望

し
て
い
ま
す
。

 （
立
科
町
在
住
）

戦
後
76
年
が
経
過
し
、
遺
骨
の
収
集

作
業
も
困
難
と
な
り
、
遺
族
も
高
齢
化
。

厚
労
省
は
「
国
の
責
任
と
し
て
遺
族
へ
の

遺
骨
返
還
を
早
急
に
進
め
る
」
と
し
て
要

件
を
見
直
し
た
。

同
省
が
こ
れ
ま
で
に
、
戦
没
者
遺
骨
の

一
部
を
検
体
と
し
て
採
取
し
た
地
域
は
シ

ベ
リ
ア
を
含
む
旧
ソ
連
、
ビ
ス
マ
ル
ク
・

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
な
ど
か
ら
一
万
一
千
百
六 

十
九
人
分
を
保
管
し
て
お
り
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
で
は
２
８
０
柱
の
検

体
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
鑑
定
調
査
室
に
よ
る
と
、
こ

れ
ま
で
に
約
三
千
六
百
柱
の
鑑
定
を
し
た

が
身
元
判
明
率
は
三
割
に
止
ま
っ
て
い
る
。

「
高
温
多
湿
な
南
方
方
面
で
収
集
し
た
遺

骨
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

遺
骨
の
身
元
確
認
の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
事
業
を
知
ら
な
い
遺
族
も
少
な
く
な

く
、
今
後
遺
族
へ
の
周
知
が
か
か
せ
な
い
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
規

定
の
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
載
し
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
件
に
関
す
る
問
い
合
せ
先
は
、
厚

労
省
援
護
局　

遺
骨
鑑
定
推
進
室
へ

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
３–

３
５
９
５–

２
２
１
９

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
３–

３
５
９
５–

２
２
２
９

　
東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
も
対
象
に

ラエでの追悼式ラエでの追悼式

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

遺
伝
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
申
請
方
法

遺
伝
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
申
請
方
法
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★
お
正
月
は
い
か
が
で
し
た
か
。

コ
ロ
ナ
情
報
を
押
し
つ
け
ら
れ
な

が
ら
お
過
ご
し
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
会
報
は
30
号
、
創
刊
か
ら
15

年
。
役
員
有
志
の
会
合
も
自
粛
続

き
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。
現
地
か

ら
は
厳
し
い
対
策
を
求
め
る
せ
ち

辛
い
こ
と
ば
か
り
、
時
代
が
変
わ

り
ま
し
た
。
★
30
年
以
上
も
昔
の

こ
と
、
長
野
市
内
の
寿
司
屋
で
集

ま
っ
て
い
た
俳
句
の
会
で
「
書
く

も
の
が
足
り
な
い
」
と
話
し
た
と

こ
ろ
た
く
さ
ん
の
文
房
具
や
紙
が

集
ま
り
重
い
お
土
産
を
持
参
。
そ

の
頃
の
現
地
の
小
学
生
も
今
は
社

会
人
、
賑
や
か
で
楽
し
か
っ
た
当

会
の
学
校
訪
問
は
憶
え
て
い
る
で

し
ょ
う
ね
…
。
★
遺
骨
収
集
が
改

め
て
話
題
で
す
。
現
地
人
か
ら
自

宅
の
庭
に
埋
め
て
あ
る
日
本
兵
の

話
を
聞
い
て
認
識
票
の
写
真
ま
で

持
ち
帰
り
調
査
を
し
ま
し
た
が
国

側
も
熱
意
が
無
く
立
ち
消
え
に
、

勿
体
な
い
情
報
で
し
た
。
★
接
種

し
た
ワ
ク
チ
ン
は
時
間
が
経
つ
と

効
果
が
減
る
の
で
追
加
が
必
要
と

か
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
ん

で
し
ょ
う
…
。
経
済
と
ウ
イ
ル
ス

と
の
力
比
べ
が
続
き
ま
す
。
新
し

く
出
て
き
た
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
も
よ
く
分
か
ら
な

い
よ
う
で
す
。
寒
い
冬
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
方
に
も
気
を
つ
け
て

お
暮
ら
し
く
だ
さ
い
。（
Ｔ
）

▽ 
本
年
度
、
新
規
入
会
さ
れ
た
会

員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

・
浅
見　

良
太
様
（
川
越
市
）

▽ 

本
年
度
の
一
般
寄
付
と
コ
ロ
ナ
影

響
下
で
の
慰
霊
大
祭
に
玉
串
料

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た　

有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
順
不
同
）

・
丸
山　

芳
邦
様
（
川
越
市
）

・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　
　
　
　

戦
友
・
遺
族
会
様

・
横
田　

久　

様
（
長
野
市
）

・
本
田　

昌
彦
様
（
青
木
村
）

・
大
久
保
典
昭
様
（
松
本
市
）

・
小
池　

博
之
様
（
富
士
見
町
）

・
成
沢　

勝
人
様
（
大
町
市
）

・
大
久
保
寛
憲
様
（
長
野
市
）

・
安
川　

叡
春
様
（
佐
久
市
）

・
宮
島
い
く
子
様
（
長
野
市
）

・
宮
嶋　

叙
子
様
（
中
野
市
）

・
三
沢　

卓
夫
様
（
岡
谷
市
）

・
林　
　

尚
武
様
（
松
本
市
）

・
大
角　

貞
夫
様
（
立
科
町
）

・
長
田　

健
治
様
（
長
野
市
）

▼
事
務
局
か
ら
▲

在
日
Ｐ
Ｎ
Ｇ
大
使
館
に

在
日
Ｐ
Ｎ
Ｇ
大
使
館
に

サ
ム
エ
ル
・
ア
バ
ル

サ
ム
エ
ル
・
ア
バ
ル

新
大
使
着
任

新
大
使
着
任

長
野
県
護
國
神
社
境
内
に
鎮
座

す
る
『
嗚
呼
戦
友
』
の
碑
周
辺
樹

木
の
剪
定
作
業
が
、
昨
年
７
月
慰

霊
大
祭
を
前
に
行
わ
れ
、
慰
霊
碑

周
辺
の
神
域
環
境
が
一
新
さ
れ
た
。

40
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
風

雪
に
耐
え
遺
族
と
共
に
歩
ん
で
き

た
慰
霊
碑
は
、
７
年
前
に
全
面
改

修
さ
れ
た
。
近
年
、
周
辺
樹
木
が

生
い
茂
り
、
石
碑
が
埋
没
状
態
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
度

計
画
の
整
備
事
業
を
実
施
し
た
。

事
業
請
負
は
、
同
碑
の
改
修
工

事
を
担
当
し
た
（
株
）
ヤ
マ
サ
マ

テ
リ
ア
ル
（
松
本
市
）。
剪
定
作

業
は
２
日
に
渡
り
行
わ
れ
、
慰
霊

碑
（
石
積
み
台
座
含
む
、
9
㍍
）

超
え
る
周
辺
の
樹
木
は
、
ク
レ
ー

ン
車
を
使
い
伐
採
や
枝
を
切
断
、

併
せ
て
植
栽
樹
木
の
刈
り
込
み
を

行
っ
た
。

慰霊碑周辺作業

四
年
間
大
使
不
在
が
続
い
て
い

た
在
日
Ｐ
Ｎ
Ｇ
大
使
館
に
、
昨
年

10
月
、
サ
ム
エ
ル
・
ア
バ
ル
特
命

全
権
大
使
が
着
任
し
た
。

ア
バ
ル
大
使
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大

卒
、
在
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
書
記
官
、

外
務
大
臣
、
副
首
相
な
ど
を
歴
任
、

わ
が
国
へ
は
初
の
赴
任
と
な
る
。

西
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
地
区
と

の
友
好
の
証
と

し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
旗
を
購

入
、
慰
霊
大
祭

に
お
い
て
「
嗚

呼
戦
友
」
の
碑
の
前
に
掲
げ
る
よ

う
整
備
し
た
。

同
国
旗
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独

立
後
の
１
９
４
５
年
８
月
に
制
定

さ
れ
、
上
に
赤
、
下
に
白
を
配
し

た
横
二
色
旗
で
、
赤
は
勇
気
と
情

熱
を
、
白
は
真
実
と
聖
な
る
心
を

表
し
て
い
る
。

開
戦
か
ら
80
年
・
神
谷
元
会
長
追
想
記

某
日
、
旧
い
資
料
を
整
理
中
、
故
人
の
神
谷
元
会
長
が
松
本
で
の

慰
霊
祭
の
資
料
と
し
て
作
っ
た
手
書
き
の
大
き
な
「
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
作
戦
略
図
」
が
出
て
き
た
の
で
お
身
内
の
松
田
克
江
さ
ん
に
お

送
り
し
ま
し
た
。
ご
感
想
と
し
て
「
記
憶
は
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
な
ぜ
、
父
と
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
戦
争
に
つ
い
て
話
を
聞
か

な
か
っ
た
か
と
悔
や
ま
れ
る
…
勿
体
な
い
こ
と
を
し
た
」
と
の
ご
返

事
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
父
と
の
思
い
出
は
度
々
心
に
浮
か
び
、

も
う
一
度
会
え
た
ら
と
痛
切
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
…
。」
と
の

こ
と
で
し
た
。
松
田
さ
ん
と
は
慰
霊
巡
拝
も
一
緒
で
し
た
が
、
慰
霊

の
資
料
な
ど
も
三
郷
に
置
い
た
ま
ま
で
今
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
松
田
さ
ん
に
お
父
上
の
昔
の
資
料
に
つ
い
て
の
ご
感
想

を
頂
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
残
念
で
し
た
。

凄
惨
を
極
め
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
で
は
、
歩
兵
２
３
９
連
隊
の

下
士
官
と
し
て
参
戦
、
生
還
し
た
。
戦
後
は
「
敗
戦
の
教
訓
を
祖
国

の
再
建
に
生
か
す
」
と
の
信
念
で
、
会
の
発
展
に
ご
尽
力
頂
い
た
。 　

 

（
竹
村
）

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
顧
問
、

丸
山
尊
人
氏
が
、
昨
年
３
月
24
日

逝
去
さ
れ
た
。
享
年
81
歳
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

同
氏
は
、
平
成
19
年
か
ら
副
会

長
及
び
顧
問
と
し
て
会
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
、
下
伊
那
郡
松
川
町
の

遠
方
か
ら
役
員
会
議
へ
の
出
席
や
、

懸
案
の
「
嗚
呼
戦
友
」
の
碑
の
大

規
模
改
修
、
護
國
神
社
で
の
慰
霊

大
祭
へ
の
率
先
参
加
な
ど
南
信
方

面
の
会
員
の
取
り
ま
と
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

「
嗚
呼
　
戦
友
」の
碑
周
辺
整
備
事
業
、

「
嗚
呼
　
戦
友
」の
碑
周
辺
整
備
事
業
、

ク
レ
ー
ン
で
樹
木
剪
定
実
施

ク
レ
ー
ン
で
樹
木
剪
定
実
施

 

当
会
顧
問
・
元
副
会
長

 

　  

丸
山
尊
人
さ
ん
　
逝
去

　
訃
報

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の

国
旗
を
整
備

国
旗
を
整
備


